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研究成果の概要：

（１）屋久島の蘚苔類相については，新種 2種を含む，蘚類 44 科 160 属，355 種 1 亜種 18 変
種 2品種，苔類 37科 87 属 304 種 2亜種 2変種，ツノゴケ類 1科 5属 6種が屋久島から報告さ
れていることを確認した．
我々の調査手法により，68 年ぶりに生育を確認されたフウチョウゴケに代表されるように，
多数の絶滅危惧植物の屋久島における分布状況が把握された．その一方，20年前には豊富に産
していた葉上着生苔類の減少が著しいことが明らかと成った．

（２）屋久島における蘚苔類の種多様性は，淀川小屋周辺の林内にあることがわかった．一方，
屋久島低地亜熱帯林から報告されている種については，今回の調査でも確認することができな
い種が少なくなく，この地域での保全活動が緊急であることが示された．

（３）屋久島産ケゼニゴケには，２倍体と３倍体の集団があり，それぞれ低地と高地にすみわ
けを行っていた．また，屋久島３倍体は本州の 3倍体集団に較べ，琉球地域の２倍体集団に遺
伝的により近いことがわかった．
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世界遺産として脚光を浴びる屋久島の景

観の多くを構成している「苔」が失われよ
うとしている緊急性に対応した研究課題で
ある．
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屋久島の蘚苔類植物相を明らかにするこ
とで絶滅危惧植物の現状を把握することが
でき、広分布種については屋久島集団の遺伝
的特異性を明らかにできる．

２．研究の目的
屋久島は海岸から 2000m 弱の山岳部まで
全島の多くが森林に覆われており，日本にお
いて植物相が豊富な場所であり、また多数の
屋久島固有の植物がこれまでに報告されて
いる．蘚苔類においても事情は同じで，屋久
島は世界の中でも最も蘚苔類が豊富に生育
している場所の一つとされている．また，屋
久島固有の種が多いだけではなく，海岸沿い
は亜熱帯気候，高山は冷温鯛帯気候に支配さ
れており，ここを分布の北限あるいは南限と
する種や属も多数にのぼる．そのため，屋久
島の蘚苔類種類相を明らかにすることは，す
なわち日本全体の種類相の解明への貢献と
なる．しかしながら，これまでに報告された
種のリストはすでにかなりの時間が経過し
ており，また近年行われた環境省レッドデー
タブック（非維管束植物）の調査でも十分と
いえる調査が行われず，残念ながら屋久島の
蘚苔類相の全貌はいまだよくわかっていな
いのが現状である．
その一方で、近年におけるヤクシカの個体
数の劇的な増大に伴い，林床性高等植物の多
くが甚大な食害を受け，多くの種が壊滅一歩
手前の状況にさらされている．予備的な調査
の結果からは、蘚苔類植物はヤクシカによる
直接の食害は受けていないが、高等植物の生
葉上を生育場所とする「生葉上着生蘚苔類」
では、生育場所となる灌木やシダ植物がヤク
シカ食害によって急速に消失しており、多く
の絶滅危惧植物の存続が危ぶまれる状態で
ある．また林床植物が失われる事で土壌の流
出・林床の乾燥化が進行し、蘚苔類の生育に
適した生育地そのものがが失われている．特
に、国内でもっとも蘚苔類が豊富に生育する
「コケの森」として近年親しまれている白谷
雲水峡において、もっとも深刻な事態となっ
ている．
本研究においては、全島にわたり調査プロ
ットを設置し、各プロットごとに出現する種
をリストアップすることで、屋久島における
蘚苔類植物の種多様性の現状を把握すると
ともに、個別の種についてどこに・どれくら
い分布するかについての詳細な情報を収集
する．どの場所がもっとも種多様性が高く、
希少種が集中して分布しているかについて
明らかにすることで、今後の保全対策をたて
る上で、特にどの地域で優先的に対策を講じ
るかについての戦略を立案するための基本
情報とする．

３．研究の方法

（１）．ライントランゼクト調査
屋久島において，１週間の現地調査を５回
を行う（一回の調査期間が短いのは，台風等
により好天が続くことが少ない屋久島の気
候の特性を勘案したもの）．
この調査は，すでに設置されているライン
トランゼクトにそって，蘚苔類の網羅的な採
集を行うものである（下図参照）．

図１ 調査プロット

ライントランゼクトの詳細は以下の通り．
各調査区間では，０ｍから１０ｍまでの範囲
については，左右２ｍｘ１０ｍの範囲につい
て，出現したすべての蘚苔類（木本着生種を
含む）を同定（現地での同定が困難なものに
ついては標本を採集）する．１０ｍ～１００
ｍの区間については，新しく出現した種のみ
を対象としてその位置を記録しながら同
定・採集を行う．１００ｍ～５００ｍ区間に
ついては網羅的な採集は行わないが，目視に
よって新規と思われる種については通常の
採集を行う．また，調査対象外区域でも，湿
原や沢など特に豊富な植物相を有する場所
については別途区画をもうけて採集を行う．

（２）採集品の同定（種名確定）とデータの
解析
得られたすべての採集品を同定し，各区画
ごとの出現種，種数を確定する．
現地での種同定を確実にするために，携帯
型光学顕微鏡を初年度の備品として購入す
る．特に同定の難しい種群については，専門
家に同定を委託する．
ライントランゼクトは全島を東西・南北に
結ぶ登山道や林道沿いに設置されているた
めに，この調査によって全島の蘚苔類相があ
きらかとなるだけでなく，各種の南北の垂直
分布の違い，あるいは植物相の違いを明らか
にすることができる． また，屋久島から多
く報告されている絶滅危惧蘚苔類の分布デ



ータを集積することができる．
現地調査に際しては，高等植物調査チーム
からヤクシカの食害のとくに激しい区間の
情報の提供を受け，大型の蘚苔類植物につい
ても（もしあれば）食痕の有無等を確認しな
がら調査を行う．この作業を通じて，保全に
向けての基礎資料，とりわけ各場所ごとの食
害の程度の推定を行う．

（３）遺伝的分化についての調査
調査するライントランゼクトのうち，白谷
雲水峡，小杉谷，北部永田周辺の低地等につ
いては，特に豊富に生育する場所において苔
類ケゼニゴケについて集団サンプリングを
行って，染色体数を決めるとともに，アロザ
イム多型を用いて遺伝的解析を行い，集団
内・集団間の遺伝的特性を調査する．

４．研究成果

（１）屋久島の蘚苔類相と種多様性の分布
文献調査：2007 年 6月までに発表されたす
べての文献資料から，これまでに屋久島から
報告された蘚苔類種のリストを作成した．そ
の際に分類学的に
その結果，蘚類 44科 160 属，355 種 1亜種
18変種 2品種，苔類 37科 87 属 304 種 2亜種
2 変種，ツノゴケ類 1科 5 属 6 種が報告され
いていることがわかった．
現地調査：我々の調査プロットは，合計で
230 プロットとなり，特に尾之間～永田間で
は，海抜 60m から最高峰を含む連続した調査
を行い，淀川小屋周辺でもっとも蘚苔類種多
様性が高いことが判明した．（図１，２）
その一方で，カクレゴケ Garovaglia
elegans, シ マ フ デ ノ ゴ ケ Acroporium
secundum，葉上着性の微少苔類（多くはクサ
リゴケ科）など今回生育が確認できなかった
種も少なくない．いずれも屋久島低地亜熱帯
林に生育する種であり，この地域での保全活
動が緊急であることが示された．
新種の記載：屋久島から，キノボリヒメツ
ガゴケ Distichophyllum yakumontanum，なら
び に ヤ ク シ マ コ モ チ イ ト ゴ ケ
Clastobryopsis yakumontanum の２種の蘚類
を新種として記載した．
屋久島新産種：蘚類 28種，苔類 11種の生
育を確認した．

採取した標本については，兵庫県立人と自然
の博物館(HYO)ならびに広島大学理学部標本
庫(HIRO)に保管されている．

（２）苔類ケゼニゴケ集団の分化
屋久島産ケゼニゴケには，２倍体と３倍体
の集団があり，それぞれ低地と高地にすみわ
けを行っていた．また，屋久島３倍体は本州
の 3倍体集団に較べ，屋久島の２倍体集団に
遺伝的に近いことがわかった．今後より精度
の高い手法を用いた解析を行う必要がある．
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